
 

民主党はなぜ敗北したのか。その総括なしに、前に進むことはできないと、

考えています。政権獲得前、政権運営の問題、選挙戦と、それぞれに問題が

あったと考えています。政権交代可能な野党がいることは、この国にとって

必要なことです。再起を期して活動するにあたって、順次考えていきます。

日本における政党政治が再建するには、まだしばらく時間がかかりそうな気

もしますが、我々の反省も、記録しておく必要があると考え、この一連の特

集を組みたいと思います。 

今号では、政権交代前の国会対応を再考したいと思います。 

「真に、納税者の視点で、消費者の視点で、何が公正であり、納得がいく

のか」を考える日々でした。「利権に立ち向かう」「既得権益の打破を目指す」

改革政党であると、自負もしていました。 

一方で、政権交代を虎視眈々と狙う中、結果として、様々な分野の国民の

皆様に、甘言を弄していたことになったのかもしれません。そんな中から、

「2009 マニフェスト」の作成は始まりました。 

続きは次号とさせていただきます。 

改めて振り返る 
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認知症施策推進５か年計画（オレンジプラン） 

１月末、新年度の予算案が閣議決定されました。24 年度当初予算と比べ、社会 

保障関係費に限れば、26 兆 3901 億円から 29 兆 1224 億円の 10.4％増となりま 

した。うち、およそ 2 兆 6000 億が、介護に関する予算ですが、その中に、昨年 

９月に策定された、認知症施策推進５か年計画（オレンジプラン）の着実な推進を 

図るための 34 億円が盛り込まれています。 

 

 

 

 

 

 

 ９区においても、海部・津島地域と一宮・稲沢地域を合わせて最大二か所で、早期診断・早期対応

の一角を担う、認知症疾患医療センターが、間もなく決定する見込みです。 

◆認知症ケアパスの作成・普及 ◆早期診断・早期対応 

◆地域での生活を支える医療・介護サービスの構築 

◆地域での日常生活・家族の支援の強化 ◆若年性認知症施策の強化

◆医療・介護サービスを担う人材の育成 


